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論 文 内 容 の 要 旨










るものがなかった浜通 りの女性 と比べて有意に高かった という福島県での調査からも、骨成長期にカル





進 につ いての理論 やMichelsonやSchweigerら の うつ病での コルチ ゾール過剰分泌 と骨量低 下に関す る研
究 を とりあげ、本研究 の契機 となった研究 につ いて検証 してい る。
第2節 では加齢 に よる骨量変化 や更年期以降 に生 じる骨量低下 のメカニズ ム、 うつ病者 での骨量低下
について述 べ、骨量変化が必ず しも更年期か ら始 まるので はな く抑 うつ親和性の高い者 では よ り早 い時
期か ら骨量低下 をきたす可能性があ るところに心理学的関心 を見いだ し、骨量変化 に心理学 的因子が ど
のように関与 してい るか を解明す ることで、将来の骨量低下予 防 に寄与 す ることがで きるのではないか
とい うこ とにっいて述べてい る。
第2章 心身の結びつきの解明～精神身体医学から心身医学、精神神経免疫学の発展の過程～
第2章 では、心 と骨量の結びっきを論 じる前に、まずその前提 となる心身の結びつきにっいて歴史的
経緯をふまえなが ら、心 と身体の問の相互作用を成 り立たせているしくみについて概説 し、精神・神経・




第2節 ではス トレスと神経内分泌免疫系の関連について述べ、ス トレス概念の成 り立ちやス トレスの
種類、情動認知スタイル、ス トレス源、ス トレス応答における神経系 ・内分泌系 ・免疫系の相互作用機
構について論 じている。
第3節 では、精神神経疾患と精神免疫連関にっいて論 じている。 ここでは 「対象喪失反応」について
フロイ トやキュプラー・ロスらの研究をもとに心理 ・社会的因子の免疫系への影響について論 じている。
次にス トレスと密接な関係にあると推測され るうつ病について、うつ病者のナチュラル ・キラー細胞活
性低下やサイ トカインの変化など、 うつ病 と免疫系の関連にっいての最近の知見について論 じている。
第4節 では、研究手法の進歩によって明 らかになった内分泌機能の受容体 レペルでの変化をふまえ
て、気分障害における骨量低下の しくみを系統立てて考える上で重要な役割を果たすHPA系 を中心 とす
る内分泌機構について述べている。
第3章 骨量変化のメ力ニズム と研究の概観
第3章 では、骨が どのように代謝を繰 り返 し、どのような要因によって骨量減少リスクが高められ、













第6節 で は、骨量 測 定 の基 本 的事項 につ いて、X線 を用 い た二重X線 測 定法(dualenergy)曾ay
absorptiometry:DXA法)や 超音波 による方法な ど現在一般的 に行われてい る骨量測定方法 について、
それぞれの長所 ・短所 を比較検討 してい る。 また"現 在"の 骨代謝状態 を把握す る方法 として最近用 い
られ るようになった骨代謝マーカーについて も、 その測定意義 や骨量減少の検出 と骨量変化 の評価 につ
いて述 べてい る。
第4章 若年女性の食行動と心理学的背景
われわれはス トレスに直面 したときに、その解消行為の一つとして 「食べる」ことを選びやすい。食















き出 した経緯について述べている。それぞれの課題は第6章 で課題1を 、第7章 で課題2を 、第8章 で
課題3を 検討することとしている。
課題1:若 年女性における性格 と骨密度の関連性に関する研究
課題2:若 年女性におけるス トレス対処 と骨量の変化に関する研究
課題3:若 年女性の情動ス トレスと骨量、生化学的指標 との関連に関する研究
第6章 若年女性における性格と骨密度の関連性に関する研究
第6章 ではSchweigerら の実験結果をさらに検証 し、いわゆる骨成長期にある健常若年女子を対象に
し、Y・G性格検査で抑うっ傾向が高 く、しかも血中コルチゾール濃度が高いものでは骨量が低下するか
否か、超音波法 とDXA法 の双方による骨量測定法を用いて課題1を 検討 した。
超音波法による実験:対象は同意を得た24名 の若年女性であり、 これ らに対して朝食絶食下で静脈血を
採血 し、コルチゾールその他の生化学的指標を採取 した。同時に超音波法による踵骨骨密度を測定 し、
並行 して乳製品類 ・小魚類摂取量などのカルシウム摂取状況、小学校 ・中学校での運動量(4段 階評定
法)、 年齢、身長、体重などを記載させた。同時に236名 の年齢をマッチさせた健常女性を対象にして同
じ質問 と超音波法による骨量:計測を行い、超音波法によって得 られる値に影響する各要因とその度合い
を重回帰分析法により算出し、そこで得 られた式に上記24名 のそれぞれの値を代入することで、 この程
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度の年齢 、体重 、運動量、栄養量であれ ば、 この程度の超音波法 に よる値が出 るはずだ とい う基準値 を
作成 し、実測値 との差 を求めた。 この結果、 まず コルチ ゾール濃度が平均値 よ りも高い群 では低 い群 に
比 し有意 に骨量が低 くなるこ とが認 め られ た。
またY・G性 格検査 との関連で は、血中 コルチ ゾール濃度 が高 くな るほ ど、抑 うっ尺度得点 は有意 に上
昇 し、抑 うつ とコルチ ゾール との関連が明 らか になった。
そ して先 の超音 波法 に よる骨量 の実測値 と基準値 との差 は抑 うつ尺度 得点 と有意 な負の相 関(r=
0.485,p<0.OI85)を みせ、健 常女性 であって も抑 うつ親和性が高 く、 しか も血 中 コルチゾール濃 度が
高 い ものでは骨量が低下す ることが明 らか にな った。
この結果 はDXA法 を用いた方法で も同じであ り、血 中 コルチゾール濃度が高 く、抑 うっ尺度得点が高
い もので は、DXA法 による踵骨骨塩量が基準値 よ りも低 い とい う結果 を得 た。 この結果 は、超音波 法で
の結果 と符合す るものであ り、何 らかの形 での抑 うつや葛藤 ・不安 な どが高い、いわゆる情動的に不安
定 な人格 で は骨量 の伸 びが低 い こ とが明 らか になった。 そ して この原 因 としてHPA-axisの 充進 に よる
正常範囲 内での コルチ ゾール上昇 と、それに基づ く骨吸収の促進が考 えられ るに至 った。すなわちス ト
レスは骨量 に負の影 響を与 え ることが明 らか となった ので ある。
第7章 若年女性 におけるス トレス対処 と骨量 の変化 に関する研 究
しか し、先に も述 べた ように、本研究 で計測 した血 中コルチ ゾール濃度 はあ くまで も正常範 囲内にあ
る もので あ り、た とえ慢性 的に高 コルチ ゾール血症 を呈 していた として も、 それだ けで は上記に述べ た
よ うな骨量低 下の直接 的な原因 にな りうるか否か はこれ までの実験 か らは定かで はない。
神経性無食欲症 の患者 の一部は、慢性 的な大 きな葛藤状態を もちなが ら、抑 うっ状態を示 すわけで も
な く、 また免疫機能 の大 きな低下 を示 すわけで もない。 しか し、骨量 は明 らか に低 下 してい るのは事実
で ある。中井 義勝 ら(1999)は 神経性無食欲症 の患者 を対象に してその免疫機能 を検討 した結果、神経
性無食 欲症 では免疫 の大 きな部分 を支配 するB細 胞、T細胞 系に異常が ある ことを推測 す るに至 った。 そ
してその異常 の代償 として、サ イ トカイ ンの1つ であ る腫瘍壊死因子一α(tumornecrosisfactor一 α:
TNF一 α)が 高値 を示 す ことで とりあえず の免疫機能 を維持 す るが 、その反動 としてイ ンターロイ キンー
6(interleukin・6:IL・6)が 上昇 し、 その結果骨吸収 が促進 されて神経性無 食欲症 患者で は結果的 に
骨量が低下す るので はないか と推測 された。
そ こで第7章 で はこの点 に着 目し、抑 うつ尺度が高 く同時 に血 中 コルチ ゾール濃度 も高 い もので は
HPA-axis機 能充進 由来 の骨量減少が起 きるが、抑 うつ尺度が高 くな く、同時に血 中 コルチゾール濃度に
も大 きな偏 りがみ られない もので、 しか も骨量減少がみ られ るもので は、上記サイ トカイン系の機 能元
進 に基づ く骨量低下が起 こるので はないか とい う仮説 をたてて課題2を 検証 した。
対象 は18歳 か ら30歳 までの健常女性60名 であ り、 これ らに対 して超音波法 に よる骨量計測 を行 う とと
もに、副 腎皮質刺激 ホルモ ン(adrenocorticotropichormone:ACTH)、 コルチ ゾール、副甲状腺 ホル
モ ン(parathyroidhormone:PTH)、 骨形成 マーカー/骨 由来 アルカ リホス ファターゼ(bone・specific
alkalinephosphatase:BrAI.P)、 骨 吸 収 マ ー カ ー/N末 端 テ ロペ プ チ ドー ヘ リ ッ ク ス 断 片(N-
telopeptidetohelix:NTx)を 採取す る とともに、骨代謝 に関与す る と考 え られてい るサイ トカイ ンの
TNF一 α と几 一6を 採取 し、並行 してY-G性 格検査、 自己評価 式抑 うっ性 尺度(selfra七ingdepression
scale:SDS)、 気分 プロフィール検査(profileofmoodstates:POMS)、 その他 の心理検査 を施行 し
た。抑 うつ尺度得点が高 い群 と低 い群、お よび血 中 コルチ ゾール濃度が高 い群 と低 い群 の双方 に分 け
て、 これ らの間で骨量 に差がみ られ るか どうか、 またそれがサイ トカイ ン系 とどの ようなかか わ りを有
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しているのかを実験 的に検討す る目的で行 われ た。
その結果、POMS緊 張一不安得 点の高 い ものでは抑 うっ得 点 も高 く、 また緊張一不安 に比 して抑 うつ
傾 向に高い もので、血 中コルチ ゾール濃度が低 くなる傾 向性 がみ られた。 また、骨吸収 を促進 させ ると
い うIL・6とHPA-axis機 能 を表現 す るACTHお よび コル チ ゾール との間 に有意 な関係 は見 い出 され な
か ったが、血 中IL-6濃 度が高 いもの ほ ど、骨代 謝の状態 を表現す る骨吸収 ・骨形成 の比が骨吸収 に傾
きやすい ことが分か った。 これ らの ことを総合す る と、若年健常女性の短期 的抑 うつ、 しか もそれは月
経周期や血 中エス トロゲ ン濃度に影響 を与 えない程度で あ り、かっbingeeatingの ように表現化 され な
い レベルで の抑 うつ は、HPA-axisの 過剰反応 による骨量低下 は きた していない こ とが分か った。長期
的 ・臨床的な抑 うっ と、正常範 囲での抑 うつで の内分泌系 の機能 の差異 は今後 の検討課題 であ るが、短
期間での情動負荷が抑 うっ傾 向 を高めた場合、IL・6な どのサイ トカイ ン系の機能 元進 を きた し、骨吸
収が促進 され る可能性が推測 され た。
第8章 若年女性の情動ス トレス と骨量、生化学的指標 との関連 に関する研究
この ように課題1と2で は情動 ス トレスが生体 に変化 を もた らし結果 として骨量低下を きたす ことを
述べてきたが、第8章 では、本研究の対象者 であ る若年女性が どの ような ライフイベ ン トを強 くス トレ
ス と感 じ、 また それ らが生化学的指標や骨量 とどのよ うな関連性 をもっのかを明 らか にす ることを目的
に課題3を 検証 した。
その結果生活変化体験 リス トのス トレス得点が高かったのは、高い順 か ら 「親 ・兄弟 ・仲 の よい親戚
の死」 であ り、次いで 「親友 の死」、 「恋人 との別離 ・失恋」 な ど身近 な もの との物理的 ・心理 的別離が
高い得点 を示 していた。
また、生活変化体験 リス トの43項 目について因子分析(主 因子法、バ リマ ックス回転)を 施行 した結
果、 「ライフス タイルの変化因子」、 「社 会的変化 因子」、 「恋愛関係 の変化 因子」の3因 子が抽 出された。
「ライフス タイルの変化 因子」はY-G性 格検査 の非協調性得点 と生化学 的指標で はア ドレナ リン と正の
相 関関係が認め られ、PTHと は負の相 関傾 向を示 した。 この こ とは ライ フスタイルの変化 に敏感 なもの
では、生活 に満足せ ず、人 を信用 しない傾 向があ り、血 中ア ドレナ リンの高値か ら自律神経系が興奮 し
てい ると考 えられ、 日々ス トレス に対抗 してい る状態 にあるもの と考 え られた。
「社会的変化因子 」にっいては、血中 コルチゾール濃度 と負の相 関を示 した。 これは社会 的変化 に敏感
な もので は、日常的 に多 くの ことをス トレス に感 じやすい ことか らス トレス対処 に疲弊 し、HPA-axis機
能が低下す るもの と推測 された。
「恋 愛 関係 の変 化 因子」 にっ いて は、超 音 波 法 骨 強度(stiffness)、 超 音 波 減衰 係 数:(broadband
ultrasoundattenuation:BUA)と 負の相 関傾 向を示 した。 この結果 は、生活変化体験 の中で恋愛関係
の変化 に敏感 な ものほ ど、骨量が低 くな る傾 向が あるこ とを示 しているが、対象者 が若年女性で あった
ことがバイ アス となってい る可能性があ り、年代 によって は結果 が異 な る可能性が指摘 された。
今後 の課題 としては、今回 は検討で きなかったが、生活変化体験 リス トの中の ライ フイベン トの中で
経験 した項 目があ る場合、 その時期を聴取 して、 それ との関係 を明 らか にす るこ とで、時 間的経過 をふ





的に知 られてい るこ とであ る。閉経前後 の時期 は、 いわゆる更年期障害 を呈 しやす い時期で あ り、女性
の ライ フサイ クルの中で心理 ・社会的、お よび身体 的に大 きな変動 を被 る時期 で もある。一般的 に更年
期以降 に生 じる骨量低下 は これ までエス トロゲ ン減少 に起因す る と考え られて きたが、 うっ病 患者 を対
象 に した骨量測定 の結果、 うつ病罹患中ない しは過去 に罹患経験のあ る女性 では骨量が低 下す るとい う
報告がみ られた。そ こで、骨量減少 は必ず しも更年期前後か ら顕著 にな るのではな く、抑 うっ親 和性 の
高 い女性で は、 よ り早 い時期か ら骨量低下 を起 こす可能性が推測 された。 また、 そのような女性 が更年
期 をむか えた時に、 ライフサイ クル上の変化等 によ り更年期症 状 にさらに上乗せ され る形 で骨量低下 に
拍車がかか る可能性 も考 え られた。 この ような ことか ら、本研 究で は若年期 を対象 に骨量 と心理 生理 的
指標 と関連 性 について検証 して きた。
その結果 、若年健常女性 にお いて、抑 うつ傾 向が高 く、血 中 コルチゾール濃度が正常範 囲内で高値 を
示す ものでは、骨量低下がみ られ ることが明 らか になった。
ところで、ス トレスに敏感で ある抑 うつ傾 向の高 いものでは、ネガティブなライ フイベ ン トと、物事
を誤 って悪い方 向へ と解釈 して しまう独特 の認知の仕方で ある抑 うつスキーマ との相互作用 によって抑
うつ に陥 る と考 え られ る。 この こ とか ら、 ス トレス に敏感であ るものは これ以上ネガテ ィブな思考 に陥
らない ように、 より時間 をか けたカウ ンセ リング的な接 し方や 自己像 のゆがみ に関す る理解が必須で あ
る と考 えられ、場合 によって は個 人の必要性 に応 じて アサーシ ョン トレーニ ングや交流分析 な どの方法
を通 じて思考 の変化 を促す必要 があ ると考 え られた。 この ように してネガテ ィブな感情 を生 じさせ ない
こ とで 自律神経系 の元進か らス トレス対処能力 を増大 させ、 しいては骨吸収 を抑制 し、骨形成 を促進 さ
せ るこ とがで きるものを推測 されたが、 この ことが どの ように骨吸収 ・骨形 成 に影響 す るかは、実験的
環境 下において統制 された心理 的負荷 を加 えた上で、骨代謝が どのよ うに変化す るか分子 レペルで観察
す る必要 もあろ う。
また、中高年 の抑 うつ と若年者 にみ られ る抑 うつではその成 因 ・症状 に差があ るとい う説 もあ り、性
差の関与 も考 え られ るこ とか ら、今後 の課題 として、広 い年代層 にお いて、骨量 と心理的生理的指標 の
変化 との関連 につ いて追跡す る必要が ある。
さらに本研究結果か ら、POMSに 反映 され るような短期 間で の抑 うつ、 しか もこの抑 うつ は月経周期
やエス トロゲ ン濃度 に影響 を与 えな い程度で あ り、かつ食行動 な どに表現化 され ない レペル の もので
は、HPA-axis機 能 を反映す るACTHや コルチ ゾー ルに有意 な変動が ない ことか ら、HPA-axisの 過剰反
応 による骨量低 下は きた していない と考 えられた。 さ らに、POMSの 抑 うつ尺度得点 とIL-6濃 度 の双
方が高 い もの では骨 吸収 が骨形成 に比 して充進 してい るこ とか ら、短期的抑 うつで はHPA-axisの 充進
によるもので はな く、IL-6上 昇 による骨吸収促進 をきたす こ とが明 らか にな り、本研究 では突 き止 め
られなかったが その結果 骨量減少 に至 るもの と推測 され た。推測可能な要 因 として は、短期的なス トレ
ス負 荷 によ り細胞 内カルシ ウム代謝 が促進 され、 その代償 としてIL-6に よるカルシウム吸収 が生 じる
もの と考 えられ る。IL-6の 上昇は細胞 内ヘカルシ ウム を搬 入す るこ とで、細胞 の恒常性 を維持 しよう
とす る積極 的な反応 ととらえ ることも可能 であ る。
この ような ことか ら、長期的な抑 うっ と正常範囲で の短期 的抑 うつで の骨量低下には、前者で はHPA・
axis機 能充進が、後者で は1工、・6な どのサイ トカイ ン系の機 能元進 による骨吸収促進が関与 している こ
とが分 かった。今 後の課題 としては、 うつ病 と正 常範囲での短期的抑 うつ との骨量減少機序 の差異 を検
証 す る必要が あ り、 これは うつ病罹患女性 と健常女性 との問でHPA・axisやIL-6な どの骨代謝 に関わる
サイ トカインの機 能の差 異を検討す るこ とで見 いだす ことがで きる と考 え る。
また本研究 にお いて、超音波法 による骨量計測 は年単位での骨量 の変動 を追 う際 には有効 であ ると考
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え られ るが、急性のス トレスに伴 うサイ トカイ ンの変動 あるいは骨代謝 マーカーを追 えるほ ど敏感 な指
標 ではない ことが考え られた。 また、逆 に骨吸収 マーカーで あるNTxは 短 いスパ ンでの骨量 変動 を反映
で きる指標で ある と考 えられた。 このように、骨量測定や心理検 査な どの心理 的指標、 ホルモ ンや サイ
トカインな どの生理的指標 は同 日に計測 した ものであ るが、 それぞれの検査が反映す る期間のズ レを検
証 す ることで、情動 と骨量 の変化 の機序 について未 だ見 いだ されていない部分 を導 き出す ことがで きる
か もしれ ない。
本研究で施行 した生活変化体験 リス トは学生 に焦点 を当てて施 行 された もので あるが、それぞれ の年
代 でス トレス に感 じる項 目は異 なる ことが考 えられ ることか ら、各年代 で実施 して その年代 でのス トレ
ス項 目と骨量 との関係 を見 いだす ことがで きれば、 ライフサイ クル に焦点を当てた骨量変動 を明 らかに
す るこがで きるのではないか と考 える。
超高齢化社会 を 目前 に した今、いか に生活の質(qualityoflife:QOL)を 高 め、 そ して よ り永 く健
康 でかつ文化的 な生活 を営 む ことがで きるかが重要 な問題で ある。 この健康で文化的 な生活 には、少 な
くとも自分で清潔 を保 ち、 そ して食事がで き、移動 して好 きな ところへ行 くことがで きる とい うのが必
要 であ り、健全 な精 神 と健全 な身体、 さらには健全 な骨が前提条件 とな ると考 える。
阪神大震災か らこのかた企業や家庭の危機管理 の必要性が指摘 されてい るが、骨量 にっ いて も、生活 ・
栄養 ・心の健康 の側面 な ど多方面か ら骨折を予 防 し、QOLの 維持を 目標 とした危機 管理の必要性 は大 き
い。特 に この危機管 理は より早 い時期か らその必要性 を認識 し、実行 す ることが重要 であ り、学校や地
域社会、職場 において教育 してい くことが望 まれ る。 また、骨量 は年齢 とともに低下 し続 けることか ら、
骨量 の維持 ・増大 をはか るために個々人 は一生 にわた る努力 を求め られ ることにな り、それを社会 は総
合 的にサ ポー トしてい く必要が あろ う。
健康 な精神 は健康 な身体 に宿 る とい うが、充実 した 日常生活 と高いQOLは 、健全な骨の上 に築かれ る
として も過言で はなか ろう。本研究が人々の心 身の健康 のた めに役 立ち、 さ らに性格 一ス トレスー免疫
一骨 といった一連のループの理解 と解明 に貢献 す ることがで きる とすれば幸 いに思 う。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、 女性に多 く認められる骨量低下が、運動や食行動の他 に日常生活の中で生じるス トレスや




全体は9つ の章で構成 されている。第1章 は導入/課 題設定である。第2章 では、心身相関の先行知
見を特にス トレスの観点から整理 した。第3章 は、骨量変化のメカニズムに関する研究を概観 した。第
4章 では、若年女性の食行動 と心理学的背景を取 り上げ、本論文の課題に関連するもう一つの側面に注






響が及ぶ こ とを示唆 した。 そ して食行動異常の例 として神経性無食欲症 に注 目した。加 えて、加齢 に よ
る骨量変化や更年期以降 に生 じる骨量低下のメカニズムや うつ病者 での骨量低下 の先行研究 を検討 した。
第2章 で は、骨量低下 の問題 に関連 す る心 身相関 の機序 について検討 を加 えた。 まず、精神神経 内分
泌免疫学 を概 観 した。次 いで、ス トレス と神経 内分泌免疫系の関連 について述べ、ス トレス概念 の成 り
立 ちや ス トレスの種類、情動認知ス タイル、 ス トレス源、 ス トレス応答 におけ る神経系 ・内分 泌系 ・免
疫系 の相互作用機構 について論 じた。その上 で、 うっ状態 と免疫系の関連 にっ いての最近の知見 を整理
した。 そ して、気分 障害 における骨量低 下の仕組 みを検討 した。
第3章 で は、骨量低下 のメカニズムについて述べ ている。主な論点は、骨粗霧症、骨構造 や骨組織 を
構成す る細胞 、骨代謝 のメカニズムについてである。 その他 、骨量 に影響す る内的 ・外的因子 につ いて
詳細 な検討 を加 えてい る。 また、骨量測 定上の諸問題 にっ いて も整理 した。X線 を用 いた二重X線 測定
法(DXA)や 超音波 による方法 な どそれぞれの長所 ・短所 を比較検討 してい る。加 えて、骨代謝 マーカー
について言及 す るな ど測定上の最近 の進展 につ いて も論 じてい る。
第4章 は、 若年女性 の食行動 とその心理学 的背景 について検討 を加 えた。食行動異常に関す る調査 を
も とに、神経性無食欲症 ・神経 性大食症 に注 目 した。神経性無食欲症 の歪 んだ家族 システムや不安回避
行動 としての 「不食一やせ」、さ らに食行動 異常 と対人恐怖症 に共通す る自己評価基準 としての 「他者」に
ついて論 じた。 そ して、食行動の改善 につ いて考察 を加 えた。
第5章 では本研究 の3っ の課題 を提示 した。第一 に、若年女性 における性格特性 と骨密度 との関連 を
明 らかにす ること。第二 に、若年女性 にお けるス トレス対処 と骨量 の変化が どの ようで あるか を明確 に
す ること。第三 に、若年女性 の情動 ス トレス と骨量 、生化学 的指標 との関連 を明 らかにす る ことであっ
た。第一 の課題 は第6章 で、第二 は第7章 で、第三 は第8章 で取 り上 げ られ、逐次実証的 な研究の成果
を報告 してい る。
第6章 では、骨成長期 にあ る若年健常女子 を対象に して、超音波法 とDXA法 の双方 による骨量測定を
行 った。 これ によ り得 られた結果か ら、骨量変化 が抑 うつ傾 向 と血 中コルチゾール濃度 とどの ように関
連 す るかを検討 した。超音波法 に よる実験対象 は24名 の若年女性で あ り、 これ らに対 して コルチ ゾール
その他 の生化学的資料を採取 した。同時 に超 音波法 による踵骨骨密度を測定 した。 その他 、質 問紙法 な
どを用 いて栄養摂取状況 、運動量、年齢、身長、体重 な どを調べた。同時に他 の健:常女性 を対象 に して
同 じ質問 と超音波法 による骨量計測 を行 った。その結果、 まず コルチ ゾール濃度が平均値 よ りも高 い群
では低 い群 に比 し有意に骨量が低 いこ とを明 らかに した。 また、抑 うつ とコルチゾール との関連 も明 ら
かに した。 こ うした研究 を通 して推定 されたのは、健常女性で も抑 うつ傾 向が高 く血中 コルチゾール濃
度が高 い場合 には、骨量 が低下す るこ とであった。
第7章 は、若年女性 におけ るス トレス対処 と骨量 の変化 につ いての実 証研究 の報 告で ある。 こ こで
は、骨量低 下 と関係 する と推定 され るサイ トカイ ンの1つ であ るインターロイ キンー6(IL-6)の 上昇
も骨吸収の促進 に重要 な役割 を果たすか どうかを検討 した。対象は18歳 か ら30歳 までの健常女性60名 で
あった。 これ らに対 して超音波法 による骨量計測 を行 うとともに、副腎皮質刺激 ホルモ ン(ACTH)、 コ
ルチ ゾール、副甲状腺 ホルモ ン(PTH)、 骨形 成マーカー/骨 由来 アルカ リホスファター・ビ(B-ALP)、
骨吸収マーカー/N末 端テ ロペプチ ドーヘ リックス断片(NTx)を 採取 す るとともに、骨代謝 に関与す る
と考 え られてい るサイ トカイ ンのTNF・ α とIL-6を 採 取 し、並行 してY-G性 格検査、自己評価式抑 うつ
性尺度(SDS)、 気分 プロ フィール検査(POMS)、 その他の心理検査 を施行 した。抑 うっ尺度得点が高
い群 と低い群、お よび血 中コルチ ゾール濃度が高い群 と低 い群 の双方 に分 けて実験 的に検討 して いる。




第8章 では、若年女性の情動ス トレスと骨量、生化学的指標 との関係に注 目した。 ここでは、若年女
性がどのような生活出来事を強 くス トレスと感じ、またそれらが生化学的指標や骨量 とどのような関連
をもつのかを明 らかにすることを目的 とした。生活変化体験 リス トを用いた調査結果を因子分析 した結
果、「ライフスタイルの変化因子」、「社会的変化因子」、「恋愛関係の変化因子」の3因 子を抽出 した。こ
の研究は論者の中では緒に就いたばか りで、論文の中では今後の課題 として残されている部分が多い。




タ処理の方法論的検討もさらに今後期待され るものではある。 しか し、現時点で考えられ る関連事項の
綿密な検討にもとつ く成果が報告されており、それ らには評価できる部分が少な くない。組織的検討の
少ないこの種の課題に対 し、これらの成果は斯界に寄与するところ大である。
よって、本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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